
任意高速 

フレームスキャニング 

3D ATLAS 

 行動中の動物の生体内イメージング 

• 高速: 40 fps、510 x 510 ピクセルで画像化 

• 自由: 撮像面は 3D で任意に回転可能 

• 潜在力: 高速電圧感受性蛍光イメージング 

• 静粛: スキャナーのノイズを除去 

• 精細: 高い光学解像度により、サブミクロンの特徴にアクセス可能 

• 簡易: モーション補正機能を備えた使いやすいソフトウェア 

高速: 

 最速のフレームスキャン 

当社の主力顕微鏡である Atlas の新しい高速任意フレーム モードをご紹介できることを

誇りに思います。40 フレーム/秒 (fps) でデータを取得する Atlas は、30 fps でスキャンでき

る標準的な共振ガルバノベースの多光子顕微鏡よりも優れています。  

自由: 

 スキャン面の傾斜や移動が可能 

研究者は、サンプル内の斜めの構造を捉えるために、多くの場合、体積スキャンを行う必

要があります。従来の顕微鏡は、平面を横切る光学機械ベースのソリューションを提供し

ていますが、これは時間がかかり、関心のある特徴が存在しない領域でスキャン時間を

費やします。Atlas を使用すると、すべての次元で機械的な制約がないため、3D 空間で

画像化された平面を傾斜または回転させる際に最高の柔軟性を活用できます。データは 
40 fps で取得され、画像化された平面は対物レンズの軸に対して垂直にすることもできま

す。この自由度は、サンプル内の斜めの特徴を時間内に追跡する必要がある場合にさら

に役立ちます。Atlas を使用すると、平面または 3D スタックを関心のある特徴の方向に

合わせることができるため、スキャン時間を大幅に節約したり、時間分解能を高めたりす

ることができます。 

潜在力: 

 キロフレームのスキャン速度での電圧感度蛍光イメージング 

Atlas を使用すると、小さな特徴 (神経樹状突起など) に焦点を合わ

せ、その特徴をカバーする視野のみを非常に高速で記録できます。

たとえば、樹状突起セグメントを 300 x 10 ピクセルの解像度でイメー

ジングすると、3000 fps の速度になり、高速イベントを監視できるよう

になります。Atlas を使用すると、電圧センサーの記録を実行するの

に最適です。カバーする領域を 3D で自由に調整し、電圧イメージン

グに適したサンプリング速度を実現できます。 

 

 

XY 回転 

YZ 回転 

XYZ 回転 

米国コロンビア大学のロソンツィ

研究室の脳オルガノイドから記

録された画像 



 

 
 

 

  
  

  

 

 

 

  
  

  

 
 

 

 
    

 
 

 

  

 

                                     

 
   

 
 

 

 

 

  

 

 

 

https://femtonics.eu/femto3d-atlas/
https://www.youtube.com/user/Femtonics
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